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○ᐇ᪋にࡿࡼ成果とࡑのホ౯
○具体的な研究事項、活動内容

⑤ 研究開発の成果と課題

○研究成果の普及について
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 (3)現地での様子 

① ＫＹＳでの研究発表

② Seri Bandar Palm Oil Mill でのパーム油の製造工程の説明と工場内見学

③ 国際共同課題研究チームによる対面でのグループディスカッション

④ Dr. Hidayah Ariffin による講義と実習

⑤ プトラ大学 Biomass Technology Laboratory での共同実験

⑥ 国際共同課題研究チームによる対面でのグループディスカッションと協議内容の発表

(4) 効果の検証 

７月と同様、マレーシア（１月）研修の終了後も、現地でのプログラムの内容、本研修の目

標達成度について事後アンケート調査を行った。次頁のグラフは、目標として定めた８つの項

目について、研修後に向上したと感じた人数を７月と１月で比較したものである。

７月のマレーシア研修は、６月にオンラインミーティングをスタートして間もない時期であ

ったため、「テーマについての知識」や「今後の研究の方向性の理解」、「チームとしての仲間意

識」など、定常的な共同課題研究を進める基盤となる項目が上位を占めた。
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【❽関係資料１】共同研究チーム内での実際のメールのやりとり（Ｄチームの例）

チーム構成：４名（プトラ大学３年生１名、本校高校１年次生２名、附属中３年生１名）
研究テーマ：Improve Cellulose Nanofiber Film by Adding Agar

「寒天の添加によるセルロースナノファイバーフィルムの機械的特性の向上」

最初のメール（６月）

【６か月後（12月）】

【共同課題研究スタートから６か月後（12月）】

【共同課題研究スタート時（６月）】

【共同課題研究スタートから６か月後（12月）】

ごめん、データを添付するのを忘れてしまいました。
これが動画と画像です。
他のグループは、CNFをクロロホルムに溶解すること
ができたと言っていました。CNFを他の溶媒に溶かし
てみるのもいいかもしれません。

ポスターとフローチャートをありがとうございます。
参考までに、私の研究の流れをまとめたスライドも添
付しておきます。

Dear D**** M****, 
I hope you are doing well. Thank you for the poster and flowchart. I have also 
attached my slides, which contain the flow of my research, for reference.
I hope to hear from you soon. Thank you.

横浜サイエンスフロンティア高等学校の****です。
以下のファイルは、私たちの研究のポスターとフロー
チャートです。
送るのが遅くなってしまってすみません。

Dear B**** S**** L****,
I am D**** M****, a student at Yokohama Science Frontier High School.
The files below are the poster and flowchart of our research.
I am sorry for the delay in sending them to you.

Hello B****,
Sorry, I forgot to attach the data to the email.
Here is the video and picture.
The other group said that they were able to dissolve the CNF into 
chloroform.
Maybe we can try dissolving the CNF into other solvents. 

動画をありがとう。確かに、溶剤の使用を考えてもいい
かもしれませんね。溶媒を使用したい場合は、極性溶媒
の使用を検討する必要があります。まずはアセトンか
ら始めるのが良いと思います。取り扱う際は必ずマス
クと手袋を着用してね！水の代わりに使うことができ
ます。アセトンの沸点は 56℃なので、熱を加えすぎな
いように注意してください。

Hi T****, 
Thanks for the video. Maybe we could consider using solvents as you 
suggested. If you would like to use solvents, you have to consider using polar 
solvents. I would recommend acetone as a start. Make sure to wear a mask 
and gloves while handling it! You can use it in place of water. Also, acetone 
has a boiling point of 56*C. Make sure not to apply too much heat if you plan 
to do so. 

PT 3100 というモデルを 12,000 回/分で使っていま
す。写真を添付します。室温は約23℃です。

Hello B****,
We use PT 3100 homogenizer and the rpm is 12000. I attached the picture.
Also the room temperature is about 23℃.

均質化についてですが、ホモジナイザーのモデル (で
きれば画像を添付して) と使用回転数を教えてくださ
い。それから、研究室の室温は(摂氏)何度ですか。早め
の連絡まっています。

Hi T****, 
I have a quick question, for the homogenisation, what is the homogeniser 
model (if possible can attach an image) and the rpm that you are using. Also, 
what is the room temperature in the lab (degrees Celsius). Hope to hear from 
you soon!

電子顕微鏡で観察したサンプルの写真を共有します。
No.1 は私たちが使用している CNF パウダーです。
No.2 は、粉末を一時的に分散させた際に混合物を撹
拌した直後に作製した膜の表面です。
参考に CNFフィルムの写真も添付しました。

Hello B****,
We'd like to share the pictures of samples observed by electronic 
microscope. No.1 is CNF powder that we are using. No.2 is the surface of a 
film that we made by casting just after stirring the mixture, when the powder 
was dispersed temporarily.
I also attached the picture of CNF film as a reference.

写真ありがとう。この件についてヒダヤ教授と話し合
ってみます!メールか次のミーティングの時に最新情
報を伝えます。

Hi D****,
Thank you for the pictures. I’ll discuss with Prof Hidayah on this matter! I’ll 
update you either by email or during our coming meeting.

次の会議を金曜日（12/22）日本時間 16:15 に持ちた
いです。都合を教えてください。

Hello B****,
We'd like to have the next meeting on Friday (22 Dec) at 16:15 JT.  
Please let us know if that's suitable for you.

大丈夫です。じゃあまた。
Hi D****,
That works for me. See you!

横浜サイエンスフロンティア高等学校生

プトラ大学生
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【❽関係資料３】マレーシア研修（１月）事後アンケートの結果（回答率 100％）

１．パームオイル工場（Seri Bandar Palm Oil Mill）の見学（10日午前）

・実際にパームオイルが作られる過程でどのように繊維や他のゴミが出るの

か、またそれらをどのように活用するのかを目で見ることができて非常に

勉強になりました。すごく臭い匂いや暑さも含めて生の現場を感じること

ができて良かったと思います。

・漠然としたイメージのパームオイル工場という場所を実際に見て体験でき

たのはいい経験だった。匂いがきつくて説明に集中出来なかったのは残念。

・見学を通して写真でしか見た事がなかった工程を五感で感じられて、研修

旅行の意義を感じた。

・工場の中を予想以上に細部まで公開してくださり、様々なことを知ること

ができました。たくさん質問を受け付けてくれていたのに、私が思うように

質問できなかったことが悔やまれます。

・パーム油を作る中で非常に高温を作るプロセスがあることやはじめに収穫

した実を選別する作業など想像以上のものばかりで刺激的でした。

・とてもおもしろくてわくわくしました。自分が使っている CNF もこの植物

からくるのかと思うととても親しみが沸いてしまいました。

２．共同研究メンバーとのグループディスカッションと共同実験（10･11日午後）

・現地でしかできないこと（うちのグループでは、実際に使ったサンプルを

観察するなど）ができてよかった。冬休み中にミーティングをしていたの

で、現地で話し合うことはあまり多くはなかった。

・マレーシアでしかできない実験を２種類もやることができたので、とても

有意義だった。

・研究で行うテストの参考に UPMで行っているテストを見せていただけたり、

研究のまとめかたについての確認をしたり、直接あえてよかったです。

・オンラインではできないような今後の話し合いや方針が決められて、良か

った。英語をたくさん話せた。

・オンラインで話し合っていた時には気づかなかった実験の改善点などが見

つかり、とても有意義だった。

・オンラインでディスカッションするより議論がスムーズに進み、今までわ

からなかったことの確認や今後の方針の確認を十分にすることができまし

た。プレゼン発表は時間が足りなくてグダグダになってしまい少し後悔し

ています。

３．Dr. Hidayahによる講義・実習、その他プログラムについての自由記述

・セルロースが何なのか、そしてその仕組みを英語で理解できて、とても勉強になった。イメージがしやすかった。

・簡単な実験ながら、非常に興味深いテーマですごく良かった。全員に発言する機会があるのも良かった。

・７月の研修での講義は理解がなかなか追いつかなくて分からない部分が多かったけど、今回の講義は実験の目的から

方法まで理解できたので自分の英語力の成長を感じて嬉しかった。

・自分の研究材料であるセルロースナノファイバーの他の利用法を知ることができて面白かった。

・CNF がどのように活用されているか、コーティングした時どのような現象が起こるのかを、実物を見ながらやったこ

とでよく理解できた。

・とてもわかりやすい英語で、理解できない部分がほぼありませんでした。マイクロセルロースについてほとんど何も

知識がなく、知りたいと思っていたので、とてもよい機会をいただけてありがたかったです。マイクロセルロースに

は様々な長所があり、わたしたちの身近なところにもたくさん使われていて驚きました。しかも廃材を利用して作れ

るということで、今後更に活用の幅が広がっていくと思います。

・前回よりも研究の面でも英語の面でもレベルアップできていたと思います。すごく楽しかったです。

・２回目のマレーシア研修では、１回目よりも学ぶことが多く、国際的な視点に立って物事を見ることができるように

なったと思う。今後に活かしたい。

とても有意義だった

有意義だった

あまり意味がなかった

意味がなかった

86%

14%

とても有意義だった

有意義だった

あまり意味がなかった

意味がなかった

95%

5%

－ 87 －
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